
（
一
）
江
戸
時
代
人
の
京
都
・
大
坂
論

江
戸
時
代
に
も
、
京
都
と
大
坂
の
都
市
的
差
違
に
つ
い
て
関
心
を
よ
せ
る
人
々

が
い
た
。
彼
ら
は
多
く
の
都
市
比
較
論
を
の
こ
し
て
い
る
が
、
一
部
の
好
事
家
や

文
化
人
た
ち
だ
け
の
関
心
事
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
背
景
に
は
多
く
の
庶
民
の
都

市
観
や
生
き
方
が
基
本
に
あ
っ
た
。
京
都
に
生
き
る
人
々
、
大
坂
に
生
き
る
人
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
各
都
市
を
比
較
し
、
自
分
の
生
き
る
都
市
を
選
ん
で
い
た
と

い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

京
都
の
町
人
岩
垣
光
定
の
著
し
た

商
人
生
業
鑑
（

）

に
は
、
そ
の
あ
た
り
の

事
情
が
語
ら
れ
て
い
る
。
光
定
は
、
京
に
生
ま
れ
た
る
徳
は
、
都
の
人
と
て
別

に
芸
能
も
あ
る
よ
う
に
お
も
は
れ
、
他
国
よ
り
あ
な
ど
ら
る
ゝ
こ
と
な
く
、
常
に

御
所
が
た
寺
社
な
ど
の
結
構
な
る
所
を
、
居
な
が
ら
拝
み
、
名
所
旧
跡
山
川
な
ど

の
面
白
き
所
多
く
し
て
、
都
に
住
た
の
し
み
い
ふ
ば
か
り
な
し

（

）

と
、
田
舎
の

人
か
ら
は
京
都
と
い
う
羨
ま
し
が
ら
れ
る
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
幸
せ
を
認
識
し
て

い
た
。
と
く
に
御
所
や
有
名
な
社
寺
な
ど
を
い
つ
で
も
身
近
か
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
名
所
旧
跡
が
多
く
、
自
然
も
美
し
く
興
趣
の
多
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
点
を
具

体
的
に
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
理
解
は
、
京
都
に
住
む
岩
垣
光
定
の
ひ
と
り
合
点
と
は
い
え
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
か
ら
京
都
に
は
じ
め
て
や
っ
て
き
た
滝
沢
馬
琴
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に

皇
城
の
豊
饒
な
る
、
三
条
橋
上
よ
り
頭
を
め
ぐ
ら
し
て
四
方
を
の
ぞ

み
見
れ
ば
、
緑
山
高
く
聳
え
て
尖
が
ら
ず
、
加
茂
川
長
く
流
れ
て
水
き
よ
ら
か
な

り
。
人
物
亦
柔
和
に
し
て
、
路
ゆ
く
も
の
争
論
せ
ず
、
家
に
あ
る
も
の
人
を
罵
ら

ず
、
上
国
の
風
俗
事
々
物
々
、
自
然
に
備
は
る
。
予
江
戸
に
生
ま
れ
て
三
十
六

年
、
今
年
は
じ
め
て
京
師
に
遊
で
、
暫
時
俗
腸
を
あ
ら
ひ
ぬ

（

）

と
印
象
を
記
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
十
八
世
紀
末
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
一
般
的
な
京
都
観
を

近
世
的
都
市
観
の
生
成

京
都
・
大
坂

鎌

田

道

隆



肯
定
す
る
表
記
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
方
的
に
京
都
の
み
が
礼
讃
さ
れ
る

都
市
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
も
う
す
こ
し
詳
し
く
み
て
い
く
と
多
く

の
論
者
が
都
市
比
較
論
を
展
開
す
る
実
態
が
あ
っ
た
。

前
掲
の
岩
垣
光
定
も
同
じ

商
人
生
業
鑑

の
な
か
で
、
さ
ら
に
詳
し
く
、
京

都
と
大
坂
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

大
坂
は
繁
花
の
湊
に
て
諸
国
よ
り
入
船
多
く
、
そ
れ
ゆ
へ
人
の
入
込
も
甚
多

し
。
金
銀
代
も
の
を
大
船
小
船
に
積
、
五
百
石
千
石
の
船
毎
日
々
々
川
口
よ

り
入
込
。
伏
見
其
外
川
筋
よ
り
も
入
船
引
も
き
ら
ず
、
何
百
艘
と
い
ふ
か
ず

を
知
ら
ず
。
大
ま
い
の
諸
代
も
の
を
引
請
売
捌
き
、
又
此
明
船
に
諸
代
物
を

積
替
、
江
戸
其
外
諸
国
へ
積
く
だ
し
、
出
入
り
に
夥
し
く
口
銭
蔵
敷
等
を
取

り
、
大
商
ひ
ゆ
へ
、
人
の
心
も
大
腹
中
に
て
、
諸
事
自
由
な
れ
ば
、
栄
耀
奢

り
も
京
よ
り
は
格
別
強
く
、
商
ひ
の
景
気
も
賑
は
し
く
損
得
あ
ら
く
、
運
と

考
へ
と
が
よ
け
れ
ば
、
俄
に
大
身
上
に
成
る
人
も
多
し
。

（

）

大
坂
が
日
本
の
代
表
的
な
商
業
都
市
貿
易
都
市
で
あ
り
、
商
人
毎
の
取
引
量
も

大
き
く
、
大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
も
可
能
な
都
市
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
経
済
も

活
気
が
あ
り
、
商
人
気
質
が
明
る
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
光
定
の
目
か
ら
す
れ

ば
、
大
坂
は
海
を
う
け
て
人
の
心
陽
な
り
、
京
は
山
を
う
け
て
人
の
心
も
陰
な

り
。
京
の
目
か
ら
大
坂
の
商
ひ
は
う
ら
や
ま
し
く
お
も
ふ
な
り
（

）

と
大
坂
に
お

け
る
商
業
活
動
の
活
発
な
こ
と
は
、
京
都
人
と
し
て
う
ら
や
ま
し
く
見
え
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
京
都
の
人
が
大
坂
を
ま
ね
て
、
大
坂
商
人

の
よ
う
な
商
売
を
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
も
の
べ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る

が
、
引
用
し
て
お
こ
う
。

大
坂
気
に
成
て
、
大
買
物
し
て
持
登
り
て
も
、
京
で
捌
け
ず
。
京
は
小
売
場

所
、
随
分
か
さ
高
に
い
ふ
て
も
、
や
う
や
う
車
に
積
み
馬
に
付
け
る
よ
り
余

計
な
し
。
千
石
船
の
真
似
は
な
ら
ず
。
夫
ゆ
へ
銀
も
ふ
け
も
す
く
な
し
。
車

力
駄
賃
に
か
か
り
て
、
諸
式
格
別
高
く
て
、
暮
し
に
く
し
。
然
れ
ど
も
、
此

大
坂
を
羨
む
事
な
か
れ
、
運
よ
く
大
立
身
す
る
は
格
別
の
事
。
惣
じ
て
京
に

住
居
す
る
な
ら
ば
、
商
事
も
京
の
心
に
て
随
分
細
か
に
勤
む
べ
し
。
大
坂
の

人
と
て
押
な
べ
て
銀
持
に
成
る
で
も
な
し
、
京
の
人
が
み
な
貧
に
な
る
こ
と

も
な
し
。
大
坂
に
て
不
仕
合
に
て
、
京
へ
損
か
く
る
人
も
あ
り
、
京
に
仕
合

す
る
人
も
あ
り
。
三
、
四
十
年
な
ら
し
て
見
た
ら
ば
、
京
も
大
坂
も
立
身
に

さ
の
み
き
つ
い
違
ひ
も
あ
る
ま
じ
。
一
切
代
物
の
捌
、
商
ひ
の
働
き
は
、
大

坂
に
こ
し
た
る
事
な
し
。
万
の
や
さ
し
き
事
、
諸
芸
の
司
、
寺
社
の
結
構
、

山
の
美
し
さ
、
水
の
清
き
事
、
住
居
の
奇
麗
、
京
に
越
た
る
所
な
し
。
京
に

居
て
、
大
坂
の
真
似
を
す
れ
ば
、
惣
身
上
仕
廻
な
り
。
大
坂
に
い
て
商
に
精

出
し
、
始
末
暮
し
か
た
を
京
の
真
似
す
る
な
ら
ば
、
身
上
よ
く
成
事
す
み
や

か
な
り
。

（

）

大
坂
は
諸
国
を
対
象
に
し
た
交
易
都
市
で
あ
る
だ
け
に
、
利
益
損
益
に
も
大
き

な
結
果
が
で
る
が
、
京
都
は
内
陸
の
小
商
い
の
都
市
で
あ
り
、
大
坂
の
よ
う
な
商

法
は
京
都
で
は
通
用
し
な
い
。
大
坂
で
は
大
坂
の
都
市
機
能
に
応
じ
た
生
活
が
あ

り
、
京
都
に
は
京
都
な
り
の
暮
ら
し
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
岩
垣
光
定
の
論
で
あ

る
。
し
か
し
、
岩
垣
光
定
の
こ
う
し
た
主
張
は
、
彼
自
身
の
独
自
な
見
解
と
い
う

よ
り
も
、
大
坂
と
京
都
と
の
都
市
的
な
相
違
を
認
識
し
て
い
る
江
戸
時
代
中
期
の

市
民
意
識
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
と
い
え
る
。



京
都
町
奉
行
所
の
与
力
で
あ
っ
た
神
澤
杜
口
の

翁
草

に
も
、
京
大
坂
の
相

違
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
史
料
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

総
じ
て
、
京
大
坂
の
人
の
気
象
若
干
違
ふ
処
、
た
と
へ
ば
常
の
商
店
を
見
る

に
、
大
坂
は
有
た
け
の
し
ろ
も
の
を
店
一
ぱ
い
に
取
広
げ
て
、
表
を
餝
る
故

に
、
猶
更
土
地
豊
饒
に
見
ゆ
。
京
は
能
き
代
物
は
土
蔵
並
に
櫃
に
蔵
め
置

て
、
店
に
は
並
々
の
も
の
計
を
少
々
出
し
置
故
に
、
適
々
他
国
の
人
の
登
り

見
る
に
も
、
大
坂
は
繁
昌
し
、
都
は
衰
微
の
様
に
見
ゆ
る
な
り
。
是
京
大
坂

の
気
質
、
陰
陽
相
分
る
処
、
変
後
に
顕
は
る
ゝ
な
り
。
大
坂
の
人
は
家
を
焼

る
ゝ
と
否
、
前
後
を
不
顧
、
い
か
に
も
し
て
我
一
と
家
を
造
る
。
も
し
其
力

な
き
人
は
、
地
を
沽
却
し
て
所
を
立
退
く
。
何
れ
に
土
地
を
荒
す
は
、
大
坂

の
恥
な
り
と
お
も
ふ
灑
然
た
る
性
質
な
り
。
都
の
人
は
地
の
栄
枯
を
思
ふ
人

は
聊
も
な
く
、
唯
面
々
の
身
構
の
み
を
し
て
、
家
を
造
る
に
容
易
な
る
人

も
、
近
隣
を
憚
り
て
迂
濶
に
家
を
建
ず
。
又
身
上
不
如
意
の
人
は
、
如
何
に

も
調
議
を
以
っ
て
造
作
せ
ん
と
す
れ
ど
も
、
借
銀
方
起
り
出
る
故
に
造
る
事

を
不
得
。
ま
た
地
を
売
る
に
も
下
地
の
家
賃
の
引
合
、
其
上
古
券
の
十
が
一

に
も
買
ふ
人
な
け
れ
ば
、
奈
何
と
も
す
る
事
な
く
、
明
地
に
し
て
時
至
る
を

待
つ
様
子
な
り
。
近
年
世
上
不
景
気
の
上
に
、
か
ゝ
る
不
祥
に
遇
ぬ
れ
ば
、

大
か
た
は
右
の
類
の
人
而
已
な
り
。
斯
て
は
幾
年
を
累
ぬ
る
共
、
も
と
の
都

に
な
ら
ん
事
覚
束
な
し
。

（

）

神
澤
杜
口
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
大
坂
大
火
か
ら
六
年
後
に
大
坂
を

訪
れ
、
そ
の
復
興
の
早
さ
に
驚
い
た
と
い
う
。
く
ら
べ
て
、
い
っ
た
ん
災
害
が

あ
っ
た
場
合
の
、
京
都
に
お
け
る
復
興
の
遅
さ
を
痛
感
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
右

の
よ
う
に
書
い
た
。
神
澤
杜
口
の
論
に
は
、
市
民
の
個
人
的
な
生
活
意
識
に
も
と

づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
こ
え
た
都
市
観
が
見
え
て
い
る
。
大
坂
の
人
々
は

土
地

を
荒
す
は
、
大
坂
の
恥

と
す
る
都
市
観
を
も
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
だ
か

ら
、
た
と
え
自
分
所
有
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
自
力
で
再
建
で
き
な
い
場
合
に

は
、
あ
っ
さ
り
と
土
地
を
手
放
す
風
土
が
大
坂
に
は
あ
る
。
一
方
、
京
都
で
は
財

力
は
あ
っ
て
も
、
焼
け
地
の
隣
近
所
が
復
興
で
き
か
ね
る
な
か
、
自
分
だ
け
の
建

家
を
気
が
ね
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
、
神
澤
杜
口
は
大
坂
人
と
京
都

人
の
気
象
、
気
質
の
差
違
と
み
て
い
る
。

各
地
を
歴
遊
し
て
多
く
の
文
化
人
ら
と
交
友
し
た
儒
者
の
広
瀬
旭
荘
も
、
神
澤

杜
口
と
同
じ
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る
。
広
瀬
旭
荘
は
そ
の
著

九
桂
草
堂
随

筆

の
な
か
で
、
京
ノ
人
ハ
土
地
を
尊
ブ
。
其
意
ニ
曰
ク
、
江
戸
大
阪
ト
イ
ヘ

ド
モ
皆
田
舎
ナ
リ
。
ス
ム
ハ
都
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
ト
。
大
阪
ノ
人
ハ
富
ヲ
尊
ブ
。
其

意
ニ
曰
ク
、
公
卿
官
禄
高
シ
ト
雖
モ
、
貧
シ
キ
ガ
故
ニ
、
我
輩
ノ
商
賈
ニ
手
ヲ
下

グ
ル
。
世
ノ
中
ニ
富
ホ
ド
尊
キ
物
ハ
ナ
シ
ト

（

）

と
京
都
人
の
名
誉
欲
に
対
す
る

大
坂
人
の
金
品
欲
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
江
戸
時
代
人
の
京
都
論
・
大
坂
論
は
、
多
く
の
場
合
京
都
人
気
質
、

大
坂
人
気
質
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
ど
ち
ら
か
一
方
が
よ

い
と
か
悪
い
と
か
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
・
短
所
を
認
め
る
こ
と

で
、
都
市
の
個
性
を
評
価
・
認
識
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
典
型
的
に

は
、
文
人
滝
沢
馬
琴
の「
京
に
よ
き
も
の
三
ツ
、
女
子
、
加
茂
川
の
水
、
寺
社
。

あ
し
き
も
の
三
ツ
、
人
気
の
吝
嗇
、
料
理
、
舟
便
。
た
し
な
き
も
の
五
ツ
、
魚

類
、
物
も
ら
ひ
、
よ
き
せ
ん
じ
茶
、
よ
き
た
ば
こ
、
実
あ
る
妓
女

（

）

、
そ
し
て

近世的都市観の生成─京都・大坂



「
大
坂
に
て
よ
き
も
の
三
ツ
、
良
賈
、
海
魚
、
石
塔
。
あ
し
き
も
の
三
ツ
、
飲

水
、
鰻

、
料
理
（

）

と
す
る
ス
ト
レ
ー
ト
な
批
評
が
そ
の
例
で
あ
る
。
た
だ

し
、
馬
琴
の
寸
評
は
江
戸
人
と
し
て
の
江
戸
が
ら
み
の
批
評
で
あ
る
の
で
、
京

都
、
大
坂
の
都
市
観
に
根
ざ
し
た
も
の
と
は
い
い
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
二
）
手
工
業
品
生
産
都
市
・
京
都

江
戸
時
代
後
期
の
人
々
は
、
大
坂
と
く
ら
べ
て
、
京
都
は
文
化
都
市
的
性
格
が

強
く
、
決
し
て
産
業
都
市
・
商
業
都
市
と
は
み
て
い
な
い
。
こ
れ
は
前
述
の
都
市

比
較
論
の
な
か
に
見
え
る
基
本
的
な
論
調
で
あ
り
、
現
代
の
私
た
ち
の
都
市
認
識

と
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
認
識
が
で
て
く

る
の
は
、
大
坂
と
い
う
都
市
が
い
わ
ゆ
る
天
下
の
台
所
的
な
都
市
機
能
を
そ
な
え

て
く
る
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

大
坂
の
経
済
的
台
頭
以
前
に
は
、
京
都
は
や
は
り
、
並
ぶ
も
の
の
な
い
経
済
都

市
・
商
業
都
市
で
あ
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
天
正
十
八
年
か
ら
の
京
都
改
造

は
、
石
高
制
の
基
礎
と
な
る
米
の
換
金
市
場
と
し
て
の
近
世
都
市
化
を
は
か
っ
た

も
の
で
あ
り
、
京
都
の
経
済
都
市
化
は
近
世
初
頭
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

（

）

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
の
序
を
も
つ
松
江
重
頼
の
俳
論
書

毛
呎
草

を

見
る
と
、
諸
国
・
諸
都
市
の
特
産
物
数
比
較
で
、
京
都
が
圧
倒
的
な
数
量
を
誇
っ

て
い
る
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。

（

）

ま
た
海
外
貿
易
に
従
事
す
る
朱
印
船
貿
易
家

や
、
糸
割
符
な
ど
を
め
ぐ
る
長
崎
商
売
人
た
ち
も
、
多
く
が
京
都
の
商
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
の
序
文
を
も
つ

町
人
考
見
録

に
は
銀
座
・
糸
割
符
・
呉
服
所
・
両
替
屋
な
ど
の
豪
商
が
十
七
世
紀
に
は
全
国
型

の
商
取
引
を
に
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
、
実
例
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い

る
。

（

）こ
の
よ
う
な
十
七
世
紀
に
お
け
る
経
済
都
市
京
都
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
江

戸
時
代
後
期
の
人
々
の
京
都
観
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
に
は
大
坂
の
経
済
的
発

展
が
京
都
経
済
の
規
模
を
大
き
く
こ
え
る
か
た
ち
で
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
こ

と
、
ま
た
京
都
の
都
市
構
造
の
変
化
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
坂

の
中
央
経
済
都
市
と
し
て
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
京
都

の
変
容
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
論
じ
て
お
き
た
い
。

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
十
七
世
紀
の
前
半
に
は
日
本
経
済
の
中
心
に
あ
り
、

全
国
的
な
商
品
流
通
の
中
央
市
場
で
あ
っ
た
京
都
は
、
こ
の
間
に
商
業
資
本
を
蓄

積
し
て
巨
大
な
豪
商
に
と
成
長
す
る
も
の
も
あ
り
、
京
都
経
済
の
発
展
を
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
江
戸
幕
府
の
経
済
政
策
の
変
動
や
物
資
の
大
量
輸
送
機
能
を
有
す

る
大
坂
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
、
京
都

経
済
は
大
き
な
構
造
的
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
京
都
は
高
級
な
工
芸
や
手
工

業
を
中
心
と
す
る
生
産
都
市
へ
と
、
そ
の
経
済
構
造
を
大
き
く
転
換
さ
せ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
都
市
構
造
・
経
済
構
造
の
変
化
の
過
程
に
、
京
都
に
独

特
な
歴
史
や
文
化
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
あ
る
意
味
で
京
都
経
済
は

京
都
文
化
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
出
版
さ
れ
た

京
羽
二
重
（

）

の
構
成
を
見
る

と
、
巻
一
は
広
く
知
ら
れ
た
京
都
の
自
然
や
景
観
、
巻
二
は
著
名
な
陵
墓
や
古

跡
、
著
名
な
地
蔵
・
薬
師
・
観
音
な
ど
、
巻
三
は
京
都
内
外
の
神
社
、
巻
四
は
寺

院
、
巻
五
が
官
位
補
略
・
比
丘
尼
御
所
・
諸
役
人
付
、
諸
大
名
御
屋
敷
等
と
な
っ



て
お
り
、
最
後
の
巻
六
に
、
京
都
御
役
の
武
家
方
役
人
が
あ
り
、
さ
ら
に

諸
師

諸
芸

と

諸
職
名
匠

の
書
き
あ
げ
が
あ
る
。
京
羽
二
重

は
京
都
の
総
合

案
内
書
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
京
都
に
の
こ
る
長
い
歴
史
の

あ
し
あ
と
を
示
し
な
が
ら
、
十
七
世
紀
末
の
京
都
の
都
市
構
造
を
構
成
す
る
神

社
、
寺
院
、
公
家
方
、
武
家
方
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
圧
巻
は
や
は
り
巻
六
の

諸
師
諸
芸

と

諸
職
名
匠

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

京
羽
二
重

の
編
者
で

あ
り
、
ま
た
版
元
の
一
人
で
も
あ
る
小
嶋
徳
右
衛
門
こ
と
孤
松
子
の
京
都
観
で
あ

る
。
十
七
世
紀
末
の
京
都
を
語
る
に
は
、
京
都
の
文
化
人
や
諸
商
売
人
を
抜
き
に

し
て
は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
都
市
観
で
あ
る
。

ま
ず

諸
師
諸
芸

の
項
か
ら
見
て
み
よ
う
。
あ
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
は
、
医

師
、
小
児
医
師
、
産
前
産
後
医
師
、
目
医
師
、
口
中
医
師
、
外
科
、
針
な
ど
の
よ

う
に
、
す
で
に
医
療
の
分
野
で
分
科
し
つ
つ
あ
る
専
門
医
毎
に
分
け
て
、
著
名
な

医
師
の
名
前
と
住
所
を
示
す
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
儒
、
儒
書
講

説
、
医
書
講
説
、
韻
鏡
、
詩
、
暦
学
、
神
道
、
有
職
、
手
跡
、
算
者
、
地
下
歌

学
、
連
歌
師
、
俳
諧
師
、
碁
、
将
棋
、
立
花
、
茶
湯
、
蹴
鞠
、
絵
師
、
仏
絵
師
、

刀
目
利
、
古
筆
目
利
、
墨
跡
目
利
、
絵
目
利
、
諸
道
具
目
利
の
順
で
、
同
じ
よ
う

に
書
き
あ
げ
て
い
る
。
学
者
、
教
師
、
専
門
職
、
家
元
な
ど
を
分
類
で
き
る
も
の

は
分
類
し
て
、
京
に
名
高
い
文
化
人
を
つ
ら
ね
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
以
下
料
理

人
か
ら
庭
作
ま
で
、
総
数
四
十
七
種
、
二
百
四
十
一
人
を
列
記
し
て
い
る
。

一
方
の

諸
職
名
匠

に
つ
い
て
も
概
略
を
み
て
お
こ
う
。
京
羽
二
重

に

あ
げ
ら
れ
て
い
る

諸
職
名
匠

に
は
、
金
座
、
銀
座
、
朱
座
の
公
認
の
役
人
た

ち
か
ら
始
ま
り
、
御
呉
服
所
、
禁
裏
様
御
呉
服
所
、
本
院
様
御
呉
服
所
、
禁
裏
様

御
茶
師
、
本
院
様
御
茶
師
、
大
経
師
、
院
経
師
、
御
茶
師
、
長
崎
割
符
年
寄
、
分

銅
、
秤
、
針
口
、
ひ
わ
た
や
、
御
冠
並
烏
帽
子
折
、
装
束
師
、
石
の
帯
師
、
翠
廉

所
、
畳
師
、
袈
裟
所
と
つ
づ
き
、
百
六
十
六
種
、
六
百
六
十
五
人
が
確
認
で
き
、

住
所
の
み
で
名
前
の
削
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
七
百
人
位
を
あ

げ
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

諸
職
名
匠

に
は
、

大
仏
師
や
蒔
絵
師
、
面
打
、
筆
師
な
ど

諸
師
諸
芸

に
あ
げ
ら
れ
た
職
種
と
ど

う
区
別
さ
れ
る
の
か
、
分
類
の
基
準
に
疑
問
を
も
た
れ
る
も
の
も
若
干
あ
り
、
厳

密
な
意
味
で
は

諸
師
諸
芸

と

諸
職
名
匠

の
分
類
が
本
来
難
し
い
も
の
で

あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

こ
の
こ
と
は
一
応
措
く
と
し
て
、
諸
師
諸
芸

諸
職
名
匠

に
は
、
京
都
を

考
え
る
う
え
で
注
目
す
る
べ
き
要
素
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の

表
記
に
注
目
し
よ
う
。
そ
れ
は
絵
師
や
茶
師
、
装
束
師
、
大
経
師
、
仏
具
師
な
ど

の
よ
う
に
職
種
名
に
師
の
文
字
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
く
な
い
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
呉
服
所
、

風
所
、
琴
所
、
墨
所
、
菓
子
所
、
香
具
所
な
ど
の
よ
う
に

何
某
所
と
い
う
表
記
も
数
多
く
み
ら
れ
る
。
何
々
屋
と
い
う
呼
称
と
、
何
々
師
、

何
々
所
と
い
っ
た
表
記
の
相
違
に
厳
密
な
意
味
で
、
ど
れ
だ
け
の
差
違
を
見
い
出

せ
る
か
は
、
明
言
し
が
た
い
。
し
か
し
、
師
や
所
の
用
法
は
伝
統
と
か
権
威
と

か
、
京
都
朝
廷
と
か
と
の
何
ら
か
の
、
繋
が
り
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
は
、
大
量
生
産
的
で
は
な
い
高
級
な
専

門
的
技
芸
や
希
小
価
値
の
随
伴
す
る
高
級
手
工
業
品
な
ど
を
暗
示
し
て
い
る
。

職
種
の
表
記
法
と
と
も
に
、
人
名
表
記
に
も
伝
統
や
権
威
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
装
束
師
と
し
て
名
前
を
つ
ら
ね
て
い
る
高
田
出
雲
、
牧
田

近世的都市観の生成─京都・大坂



和
泉
、
鏡
師
の
青
上
総
、
中
島
和
泉
、
清
水
丹
後
、
長
谷
川
対
馬
、
田
中
伊
賀
、

針
所
の
福
井
伊
予
、
富
井
伊
勢
、
井
口
大
和
な
ど
、
国
名
い
わ
ゆ
る
受
領
名
を
付

し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
何
々
師
や
何
々
所
と
は
称
し
て
い
な
い
製
薬
屋
の

遠
藤
出
羽
、
粽
屋
の
津
田
近
江
、
絵
具
屋
の
稲
野
信
濃
、
額
彫
屋
の
小
儀
能
登
の

よ
う
に
、
や
は
り
受
領
名
を
付
さ
れ
た
も
の
も
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
京
都

朝
廷
の
公
家
や
地
下
役
人
ら
と
の
交
際
・
交
流
と
歴
史
的
伝
統
を
表
示
し
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
京
都
の
高
級
な
技
芸
や
手
工
業
が
、
御
所
の
伝
統
や
権
威
を
も
商

売
の
な
か
に
と
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
。

こ
れ
ら
の
受
領
名
様
の
も
の
を
と
り
込
ん
だ
人
名
は
、
多
く
は
、
家
名
化
・
商

標
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
江
戸
期
の
庶
民
の
人
名
に
多
く
用
い
ら
れ
る
何
々

衛
門
や
何
兵
衛
と
い
っ
た
呼
称
と
混
在
し
て

京
羽
二
重

で
は
列
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
左
京
、
右
京
、
主
膳
、
左
近
、
内
匠
、
外
記
な
ど
の
官
職
名
と
も
、
並

記
さ
れ
て
お
り
、
名
字
や
雅
号
の
よ
う
な
も
の
と
も
、
特
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な

い
。
お
そ
ら
く
、
何
衛
門
、
何
兵
衛
と
い
っ
た
通
称
・
呼
称
に
見
え
る
も
の
も
、

受
領
名
や
官
職
名
と
同
様
、
個
人
的
名
辞
と
い
う
よ
り
、
著
名
な
家
名
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
あ
げ
た
粽
屋
の
津
田
近
江
と
と
も
に
書

き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
粽
屋
は
単
に
道
喜
と
あ
る
。
こ
れ
は
川
端
道
喜
家
の
こ
と
で

あ
り
、
道
喜
の
二
文
字
で
高
名
な
粽
屋
で
あ
る
こ
と
が
京
都
内
外
で
は
広
く
知
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

京
羽
二
重

の
特
色
で
も
あ
る
巻
六
の

諸
師
諸
芸

諸
職
名
匠

に
登

場
す
る
人
物
は
、
京
都
を
代
表
す
る
文
化
人
、
職
人
、
商
人
た
ち
で
あ
り
、
こ
の

人
た
ち
の
こ
と
を
語
ら
ず
に
、
京
を
語
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
都
市
観

が
、
こ
の
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

京
羽
二
重

の
刊
行
か
ら
間
も
な
い
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
京
都
を
見

聞
し
た
ケ
ン
ペ
ル
は
、
京
都
が
手
工
業
生
産
の
随
一
の
都
市
で
あ
る
こ
と
を
観
察

し
て
い
る
。

京
は
、
い
わ
ば
日
本
に
お
け
る
工
芸
や
手
工
業
や
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
。

何
か
を
売
っ
た
り
作
っ
た
り
し
て
い
な
い
家
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。

銅
を
精
錬
す
る
人
、
貨
幣
を
鋳
造
す
る
人
、
書
籍
の
印
刷
を
業
と
す
る
人
、

金
糸
や
銀
糸
で
高
価
な
花
模
様
の
反
物
を
織
る
人
、
非
常
に
貴
重
な
伝
統
の

染
色
術
を
行
な
う
人
、
精
巧
な
彫
刻
を
す
る
人
、
楽
器
を
作
る
人
、
黄
金
や

そ
の
他
の
金
属
を
使
っ
て
、
非
常
に
念
入
り
な
仕
事
を
す
る
人
、
こ
と
に
最

上
の
鋼
板
を
鍛
え
、
そ
れ
で
大
へ
ん
見
事
な
刀
や
そ
の
ほ
か
の
武
器
を
作
る

人
々
が
い
る
。
そ
の
上
き
れ
い
な
衣
装
、
種
々
の
装
身
具
、
自
力
で
動
く
巧

妙
な
人
形
や
お
も
ち
ゃ
の
類
が
こ
こ
で
作
ら
れ
、
商
品
と
し
て
陳
列
し
て
あ

る
。
要
す
る
に
何
か
が
考
案
さ
れ
て
、
そ
れ
を
作
っ
た
り
、
あ
る
い
は
精
巧

な
外
国
の
品
物
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
模
造
す
る
名
人
が
、
か
な
り

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
京
都
の
工
芸
品
は
全
国
に
名
が
通
っ

て
い
て
、
京
の
製
品
と
い
う
名
前
さ
え
つ
い
て
い
れ
ば
、
実
際
に
出
来
栄
え

が
大
へ
ん
悪
く
て
も
、
ほ
か
の
品
物
よ
り
は
ず
っ
と
好
か
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
大
通
り
に
は
商
家
以
外
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
ん
な
た
く
さ
ん
の

商
品
や
小
売
の
品
物
に
買
手
が
あ
つ
ま
っ
て
く
る
か
と
、
わ
れ
わ
れ
は
驚
く

ほ
か
は
な
い
。
誰
も
が
自
分
か
他
人
の
た
め
に
何
か
を
買
い
込
み
、
そ
れ
を

持
っ
て
立
去
っ
て
い
く
。

（

）



ケ
ン
ペ
ル
の
観
察
は
実
に
す
る
ど
い
。
日
本
人
が
気
づ
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

見
抜
け
な
か
っ
た
部
分
に
も
切
り
込
ん
で
い
る
。
京
都
は
精
好
な
一
流
品
が
生
産

さ
れ
る
都
市
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に
わ
た
る
第
一
級
の
技
術
者
が
い
る
。

表
通
り
に
は
商
売
に
携
ら
な
い
家
は
一
軒
も
な
く
、
多
く
の
製
品
が
陳
列
さ
れ
販

売
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ン
ペ
ル
の
指
摘
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
京
都
産
の
商
品

に
は
高
い
評
価
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
京
都
産
と

い
え
ば
、
い
さ
さ
か
出
来
ば
え
が
悪
く
て
も
喜
ん
で
消
費
さ
れ
て
い
る
と
い
う
分

析
は
、
注
目
に
値
す
る
。
ケ
ン
ペ
ル
の
分
析
・
観
察
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
間
で

は
す
で
に
元
禄
年
間
に
お
い
て
、
京
都
の
手
工
業
品
は
価
値
の
高
い
銘
柄
品
と
し

て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
京
都
産
の
製
品
で
あ
る
こ
と
で
土
産
品
と
し
て
価
値
が
あ

る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

さ
き
の

京
羽
二
重

に
見
た
専
門
的
な
工
芸
家
、
著
名
な
手
工
業
技
術
者
と

し
て
、
家
名
が
す
で
に
意
味
を
も
ち
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
分
析
に
呼
応
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は

京
羽
二
重

の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
よ
り

も
早
く
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
刊
の

京
雀
跡
追
（

）

の
序
文
に
も
、
様
子

を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
京
都
市
中
の
生
業
の
記
載
に
特
色
を
も
つ

京

雀
跡
追

の
序
文
は

都
の
町
を
尋
ま
す
れ
ば
、
ほ
し
い
物
有
と
申
。
先
そ
ろ
り

と
ま
い
ろ
ふ
。
や
れ

何
を
も
と
め
う
も
儘
く
御
さ
る
（

）

と
あ
り
。
豊

富
な
物
産
供
給
の
都
市
と
し
て
、
京
都
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
後
期
に
は
、
京
焼
、
京
人
形
、
京
菓
子
、
京
紅
、
京
白
粉
、
京
野

菜
の
よ
う
に
、
京

の
文
字
を
冠
し
た
名
産
・
名
物
が
た
く
さ
ん
あ
ら
わ
れ
て

く
る
。
（

）

そ
れ
は
単
に
京
都
の
産
物
・
商
品
に
限
ら
ず
、
京
学
、
京
医
、
京
舞
、
京

言
葉
な
ど
の
学
問
や
芸
能
な
ど
の
文
化
的
領
域
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。
江
戸
時

代
中
期
以
降
の
高
級
な
手
工
芸
・
手
工
業
品
の
生
産
地
と
し
て
発
達
し
て
く
る
京

都
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
的
方
向
で
は
な
く
、
小
規
模
生
産
、
小
規
模
販
売

へ
の
道
を
た
ど
る
。
し
か
も
王
城
の
地
と
い
う
立
地
、
歴
史
、
伝
統
を
く
み
あ
げ

た
産
業
構
造
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
産
業
都
市
的
な
方
向
へ
進
ん
で
い
っ

た
。
そ
れ
は

京

の
文
字
を
冠
し
た
京
都
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
成
立
さ
せ
る
方
向

で
も
あ
っ
た
。

（

）

（
三
）
経
済
・
産
業
都
市
・
大
坂

江
戸
時
代
後
半
に
お
け
る
大
坂
の
経
済
的
な
発
展
が
商
業
・
経
済
都
市
大
坂
と

い
う
都
市
観
形
成
に
影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
前

節
で
み
た
よ
う
に
江
戸
時
代
前
期
に
は
、
京
都
の
方
が
日
本
随
一
の
経
済
都
市
で

あ
り
、
大
坂
の
圧
倒
的
な
経
済
的
優
位
が
見
え
る
の
は
、
十
八
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
大
坂
案
内
記
と
し
て
出
版
さ
れ
た

芦
分
船
（

）

と

難
波
鑑

を
見

な
が
ら
、
江
戸
時
代
前
期
の
大
坂
を
考
え
て
み
よ
う
。
芦
分
船

は
一
無
軒
道

冶
と
名
乗
る
著
者
が
、
浪
速
の
名
高
き
神
社
仏
閣
に
つ
い
て
、
知
れ
る
こ
と
を
記

し
た
も
の
で
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
六
冊

か
ら
な
る
が
、
た
と
え
ば
そ
の
第
一
冊
に
は
、
難
波
京
、
堀
江
、
今
宮
夷
、
逢
坂

清
水
、
松
虫
塚
、
一
心
寺
、
茶
臼
山
、
安
居
天
神
、
真
清
水
、
大
江
岸
、
勝
鬘

院
、
天
王
寺
、
庚
申
堂
、
舎
利
寺
と
い
う
よ
う
に
大
坂
の
名
所
・
旧
跡
や
著
名
な

社
寺
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
そ
れ
ら
の
歴
史
や
由
来
と
古
歌
な
ど
を

近世的都市観の生成─京都・大坂



記
し
、
参
詣
の
風
景
を
描
い
た
挿
図
を
適
宜
入
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
第
一
冊
に

は
十
二
図
が
あ
る
。
全
六
冊
で
は
六
十
八
図
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
社
寺

参
詣
の
風
俗
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
瓢
箪
町
や
道
頓
堀
な
ど
の
盛
り
場
に
お

け
る
に
ぎ
わ
い
の
図
や
、
松
虫
塚
、
小
町
塚
な
ど
で
は
近
郊
の
農
民
の
姿
な
ど
も

描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。

延
宝
八
年
（
一
六
八

）
刊
の

難
波
鑑
（

）

も
、
著
者
は
同
じ
く
一
無
軒
道

冶
で
、
こ
れ
は

芦
分
船

の
姉
妹
編
と
い
っ
た
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
難

波
鑑

も
全
六
冊
で
、
芦
分
船

同
様
に
各
冊
に
十
図
前
後
の
図
版
を
入
れ
て

い
る
。
芦
分
船

と
の
相
違
は
、
大
坂
の
年
中
行
事
、
と
く
に
神
事
・
仏
事
・

祭
礼
を
、
正
月
か
ら
順
に
紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の

芦
分
船

と

難
波
鑑

は
、
京
都
の
最
初
の
案
内
記
と
し
て
著
名
な

京
童

の
影
響
を
強
く
う
け
た
も
の
と
い
え
る
。
京
童
（

）

は
明
暦
四
年
（
一

六
五
八
）
の
出
版
で
、
六
巻
六
冊
、
京
都
の
名
所
・
旧
跡
、
社
寺
を
紹
介
し
、
古

歌
や
自
作
の
歌
を
あ
げ
挿
図
を
か
な
ら
ず
入
れ
て
い
る
。
こ
の

京
童

の
影
響

を
う
け
た
大
坂
案
内
記
で
あ
る
か
ら
、
芦
分
船

や

難
波
鑑

か
ら
こ
の
時

代
の
大
坂
の
都
市
観
を
直
接
的
に
読
み
と
ろ
う
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
と
は

い
え
、
難
波
鑑

の
わ
ず
か
四
年
後
に

京
羽
二
重

が
京
都
で
は
出
版
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
経
済
都
市
と
し
て
の
大
坂
の
発
展
が
い
ま
だ
大
坂
案

内
記
に
は
反
映
さ
れ
な
い
状
況
も
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
難
波
鑑

出
版
よ
り
一
年
前
の
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
年
に
、

芦
分
船

や

難
波
鑑

な
ど
の
趣
味
的
案
内
記
よ
り
は
実
用
的
な
大
坂
案
内

記
の
内
容
を
も
っ
た

難
波
雀
（

）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
大
阪
城
代

以
下
の
武
家
方
役
人
、
大
名
屋
敷
、
三
郷
惣
年
寄
以
下
の
町
方
の
諸
役
、
諸
問

屋
、
中
買
、
諸
商
人
、
文
化
人
な
ど
が
書
き
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
京
都
の
総
合
案

内
記

京
羽
二
重

に
相
応
じ
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
書
名
か
ら
す
れ
ば
、
寛

文
五
年
（
一
六
六
五
）
の

京
雀

ま
た
は
延
宝
六
年
の

京
雀
跡
追

と
い
う

京
都
の
町
通
り
毎
に
諸
商
売
を
紹
介
し
た
実
用
的
な
京
都
案
内
記
の
系
譜
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
名
所
・
旧
跡
や
社
寺
を
主
と
す
る
案
内
記
出
版
か

ら
、
政
治
・
経
済
を
中
心
と
す
る
都
市
案
内
の
志
向
性
が
で
て
き
て
い
る
こ
と
は

注
目
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
坂
と
い
う
都
市
が
、
名
所
・
旧
跡
・
社
寺
だ
け

で
は
な
く
、
政
治
や
経
済
も
語
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
真
実
の
姿
を
伝
え
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
都
市
観
の
形
成
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
と
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

し
か
し
、
大
坂
の
総
合
的
な
案
内
書
と
し
て
は
、
摂
州
難
波
丸
（

）

を
あ
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
の
ち
に

難
波
丸
綱
目

と
し
て
改
正
・
増

補
さ
れ
、
近
世
中
期
以
降
の
大
坂
の
姿
を
も
っ
と
も
よ
く
伝
え
る
地
誌
的
案
内
記

と
な
る
。
難
波
丸
と
い
う
命
名
に
、
大
坂
ら
し
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
京
都
は
羽
二
重
、
奈
良
は
晒
、
と
い
っ
た
織
物
名
で
都
市
案
内
記
が
つ
く

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
織
物
が
縦
糸
と
横
糸
か
ら
織
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
ら
い
、
縦
町
と
横
町
の
組
み
あ
わ
せ
か
ら
な
る
江
戸
時
代
の
都
市
を
紹
介
す

る
手
法
と
し
て
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
坂
の
場
合
に
は
難
波
丸

と
い
う
船
に
見
た
て
て
町
を
紹
介
す
る
と
い
う
個
性
が
注
目
さ
れ
る
。

摂
州
難
波
丸

の
書
誌
学
的
な
研
究
と
紹
介
は
、
多
冶
比
郁
夫
氏
・
日
野
龍

夫
氏
の

校
本
難
波
丸
綱
目

の
解
題
に
詳
し
く
多
く
の
教
示
を
得
た
。
摂
州



難
波
丸

は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
四
月
に
大
坂
の
書
林
の
相
版
と
い
う
形
を

と
り
、
全
五
冊
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
翌
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た

国
花
万
葉
記

に
同
一
の
版
木
で
収
録
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
書
誌
学
的
に
は
複
雑
な
経
緯
が
あ

る
。
と
も
か
く
、
十
七
世
紀
の
末
に
は

難
波
雀

な
ど
の
先
行
案
内
記
に
重
ね

る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
大
坂
の
武
家
方
・
町
方
の
役
人
名
や
大
名
屋
敷
、
諸
商
人

な
ど
を
書
き
あ
げ
、
単
な
る
名
所
記
で
も
な
く
地
理
書
で
も
な
い
、
大
坂
独
自
の

案
内
記
が

難
波
丸

と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
き
た
こ
と
は
、
江
戸
時
代
人
の

大
坂
観
と
し
て
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

摂
州
難
波
丸

の
出
版
か
ら
約
五
十
年
を
経
た
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
三

月
、
改
正
増
補
難
波
丸
綱
目
（

）

が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の

改
正
増
補
難
波
丸
綱

目

こ
そ
、
近
世
の
大
坂
を
語
る
最
良
の
書
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
大
坂
人
が
大

坂
を
ど
う
語
り
た
か
っ
た
か
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
延
享
版
の

改
正
増
補
難

波
丸
綱
目

は
、
文
字
ど
お
り
、
摂
州
難
波
丸

を
改
正
・
増
補
し
た
も
の
で
、

摂
州
難
波
丸

の
第
一
冊
が
、
難
波
丸
綱
目

の
第
一
冊
と
第
二
冊
に
、
摂

州
難
波
丸

の
第
二
冊
が
、
難
波
丸
綱
目

の
第
三
冊
、
第
四
冊
に
改
正
増
補

さ
れ
て
い
る
。

（

）

こ
の
改
正
・
増
補
さ
れ
た

難
波
丸
綱
目

の
第
三
冊
、
第
四
冊

が
と
く
に
圧
巻
で
あ
る
。
元
禄
以
降
の
大
坂
の
都
市
的
発
展
が
も
た
ら
し
た
大
坂

の
商
業
・
経
済
の
方
向
を
、
そ
こ
に
は
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

具
体
的
に

改
正
増
補
難
波
丸
綱
目

の
第
三
冊
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
冊

は
、
三
郷
公
用
町
人
衆

か
ら
始
ま
り
、
北
組
惣
年
寄
・
同
惣
代
物
書
、
南
組

惣
年
寄
・
同
惣
代
物
書
、
天
満
組
惣
年
寄
・
同
惣
代
物
書
、
長
崎
糸
割
符
人
年

寄
・
同
諸
払
役
・
同
糸
目
利
・
同
白
糸
割
符
付
、
御
城
内
太
鼓
坊
衆
、
御
城
内
御

出
入
医
者
な
ど
の
人
名
や
住
所
な
ど
を
書
き
あ
げ
て
い
る
。
つ
ぎ
に

御
城
内
御

出
入
諸
職
工

と
し
て
、
御
大
工
頭
、
御
瓦
師
、
御
蔵
方
御
出
入
以
下
、
御
城

内
御
出
入
職
人

と
し
て
、
御
鉄
砲
師
、
御
弓
師
、
御
金
物
師
以
下
、
御
城
内

御
出
入
由
緒
町
人

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
第
三
冊
の
つ
づ
き
で
は

大
坂
惣
川

船
支
配
並
手
代
惣
代

以
下
、
伏
見
船
、
上
荷
船
、
新
上
荷
船
、
茶
船
、
新
茶

船
、
剣
先
船
、
柏
原
船
な
ど
の
船
数
や
支
配
人
、
ま
た
大
坂
所
々
渡
し
船
、
諸
国

船
之
居
場
、
大
坂
廻
船
問
屋
船
印
等
々
、
港
湾
都
市
大
坂
の
特
色
が
実
に
よ
く
盛

り
こ
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
坂
を
代
表
す
る
御
用
町
人
や
公
許
の

用
務
に
た
ず
さ
わ
る
大
坂
町
人
の
列
記
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
第
三
冊
に
は
、
こ
れ
ら
の
列
記
に
つ
づ
い
て
、

諸
国
問
屋
並
船

宿

と

諸
商
人
之
部

の
膨
大
な
書
き
あ
げ
が
あ
り
、
諸
商
人
之
部

は
終

わ
ら
ず
に
第
四
冊
へ
と
つ
づ
く
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
坂
の

諸
国
問

屋
並
船
宿

の
部
が
思
い
の
ほ
か
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
結
果
、
第
三
冊
に
収
め
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

諸
国
問
屋
並
船
宿

の
部
は
関
東
筋
問
屋
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
百
六
十
七
人
の
問
屋
商
人
の
屋
号
と
名
前
が
所
付
け
と
と
も
に
詳
記
さ
れ
て
い

る
。
つ
い
で
陸
奥
国
問
屋
・
船
宿
、
松
前
、
出
羽
国
、
駿
河
遠
江
国
問
屋
、
尾
張

国
問
屋
・
船
宿
、
伊
勢
国
志
摩
国
問
屋
・
船
宿
、
加
賀
能
登
越
中
国
問
屋
・
船

宿
、
越
後
国
問
屋
・
船
宿
、
越
前
国
問
屋
・
船
宿
、
若
狭
因
幡
国
問
屋
・
船
宿
、

丹
後
国
問
屋
・
船
宿
、
但
馬
国
問
屋
・
船
宿
、
石
見
国
問
屋
・
船
宿
、
出
雲
国
問

屋
・
船
宿
、
伯
耆
隠
岐
国
問
屋
・
船
宿
、
摂
津
国
問
屋
・
船
宿
、
和
泉
国
問
屋
・

船
宿
、
紀
伊
国
問
屋
・
船
宿
、
土
佐
国
問
屋
・
船
宿
、
伊
予
国
問
屋
・
船
宿
、
讃
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岐
国
問
屋
・
船
宿
、
阿
波
国
問
屋
・
船
宿
、
淡
路
国
問
屋
・
船
宿
、
播
磨
国
問

屋
・
船
宿
、
備
前
国
問
屋
・
船
宿
、
備
中
国
問
屋
・
船
宿
、
備
後
国
問
屋
・
船

宿
、
安
芸
国
問
屋
・
船
宿
、
長
門
国
問
屋
・
船
宿
、
豊
前
国
問
屋
・
船
宿
、
豊
後

国
問
屋
・
船
宿
、
肥
前
国
問
屋
・
船
宿
、
筑
前
国
問
屋
・
船
宿
、
筑
後
国
問
屋
・

船
宿
、
日
向
国
問
屋
・
船
宿
、
大
隅
薩
摩
国
問
屋
・
船
宿
、
壱
岐
国
問
屋
・
船

宿
、
対
馬
国
問
屋
、
周
防
国
問
屋
・
船
宿
、
肥
後
国
船
宿
ま
で
、
お
よ
そ
十
三
丁

分
に
わ
た
り
、
全
国
の
国
問
屋
、
同
船
宿
を
勤
め
る
大
坂
商
人
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ほ
ど
数
多
く
の
大
坂
商
人
が
全
国
流
通
を
に
な
う
か
た
ち
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
は
、
大
坂
の
都
市
的
性
格
を
よ
く
伝
え
た
も
の
と
い
え
る
。

第
三
冊
か
ら
第
四
冊
に
つ
づ
く

諸
商
人
之
部

は
問
屋
・
中
買
と
割
り
書
き

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
問
屋
・
船
宿
以
外
の
問
屋
・
中
買
を
書
き
あ
げ
た
も
の

で
あ
る
が
、
米
商
人
で
は
、
米
中
買
合
千
三
軒
余
、
三
郷
惣
銭
屋
組
合
で
は
三
郷

惣
銭
屋
合
三
百
軒
余
、
三
郷
質
屋
で
は
南
組
北
組
質
屋
数
合
四
百
軒
余
、
古
鉄
道

具
屋
中
間
で
は
中
買
合
三
千
二
百
四
拾
三
人
な
ど
、
多
人
数
に
の
ぼ
る
も
の
は
代

表
者
名
と
と
も
に
総
人
数
を
あ
げ
て
い
る
場
合
が
少
く
な
い
。

ま
た
、
た
と
え
ば
材
木
関
係
な
ら
阿
波
材
木
問
屋
、
日
向
材
木
問
屋
、
北
国
材

木
問
屋
、
秋
田
材
木
問
屋
、
尾
張
材
木
問
屋
、
土
佐
材
木
問
屋
の
よ
う
に
産
地
別

木
材
の
問
屋
の
項
目
が
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に
酒
桶
類
天
井
板
杉
材
木
問
屋
、
船
板

帆
柱
中
買
、
樫
木
之
類
中
買
、
梶
中
買
と
用
途
別
の
問
屋
や
中
買
も
立
項
さ
れ
て

い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
諸
国
紙
蔵
本
掛
屋
・
問
屋
を
特
産
地
の
大
名
領
地
毎
に
書

き
あ
げ
た
あ
と
、
周
防
脇
半
紙
問
屋
、
広
島
脇
半
紙
問
屋
、
伊
予
杉
原
仙
過
問

（
貨
）

屋
、
伊
予
宇
和
島
杉
原
仙
過
問
屋
、
伊
予
吉
田
仙
過
杉
原
問
屋
、
備
中
杉
原
厚
紙

問
屋
、
豊
後
半
切
杉
原
問
屋
、
石
州
脇
紙
問
屋
、
大
和
紙
問
屋
、
地
半
切
漉
所
・

紙
屋
中
買
組
合
な
ど
、
産
地
別
、
分
野
別
問
屋
、
中
買
を
立
項
し
て
い
る
。
同
様

の
事
例
は
菜
種
油
、
木
綿
、
鉄
物
、
醤
油
な
ど
で
も
少
し
ず
つ
流
通
の
状
況
に
応

じ
た
か
た
ち
で
変
化
し
た
立
項
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
江
戸
買
物
問
屋
、
江
戸
積
問

屋
、
京
積
俵
物
買
問
屋
、
長
崎
本
商
人
な
ど
、
独
自
の
問
屋
慣
行
に
よ
る
大
坂
商

業
の
発
展
を
う
か
が
え
る
問
屋
・
中
買
の
立
項
が
あ
る
。

こ
の

諸
商
人
之
部

は
前
の

諸
国
問
屋
・
船
宿

と
と
も
に
、
大
坂
商
業

の
質
と
量
の
高
さ
を
示
し
て
お
り
、
京
都
の
場
合
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
流
通
都

市
大
坂
を
表
出
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
大
坂
が
全
国
型
の
流
通
都
市
、
商
業
都
市

で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の

改
正
増
補
難
波
丸
綱
目

の
第
三
冊
か
ら
第
四
冊
は
示

し
て
い
る
。

諸
商
人
之
部

が
前
冊
か
ら
続
く
か
た
ち
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
第
四
冊
に

は
、
流
通
都
市
と
し
て
だ
け
で
は
な
い
近
世
大
坂
の
顔
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
京
都
の

京
羽
二
重

に
な
ら
っ
た
か
た
ち
で

諸
師
芸
術
部

と

諸
職

名
工
之
部

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
化
都
市
そ
し
て
生
産
都
市
と

し
て
の
面
を
大
坂
が
も
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず

諸
師
芸
術
部

か
ら
み
て
み
よ
う
。
天
文
者
、
神
学
者
、
暦
学
者
、
有

職
者
な
ど
人
数
は
少
な
い
も
の
の
立
項
さ
れ
て
お
り
、
誹
諧
師
な
ど
は
系
図
入
り

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
多
い
の
は
医
師
で
専
門
に
従
っ
て
医
師
産
後
方
、
同
小
児

方
、
目
医
師
、
外
科
、
鍼
医
、
口
中
医
、
按
摩
医
、
灸
医
、
骨
継
、
汐
薬
湯
治
、

産
婆
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
も
い
る
。
絵
師
、
絵
仏
師
、
大
和
絵
師
、
擅
画
、
女

絵
師
と
絵
画
の
部
類
も
細
分
さ
れ
て
い
る
。
立
花
、
蹴
鞠
、
香
事
指
南
、
茶
之
湯



者
、
茶
器
諸
道
具
目
利
、
碁
、
将
棋
、
中
将
棋
な
ど
、
伝
統
的
な
職
業
に
か
か
わ

る
職
種
も
該
当
人
は
多
く
は
な
い
が
見
ら
れ
る
。
人
数
が
少
く
な
い
の
は

丸
散

煉
煎
薬
之
分

で
家
伝
名
方
看
板
無
之
分
、
同
売
薬
之
分
、
膏
薬
之
部
な
ど
で
合

計
百
人
ほ
ど
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

京
都
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
大
坂
に
も
学
者
、
文
化
人
、
知
識
人
が
健
在
し
、
ま

た
医
師
や
薬
品
類
も
相
応
に
整
え
ら
れ
た
庶
民
都
市
、
生
活
都
市
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
京
羽
二
重

の
事
例
と
同
じ
よ
う
に
、
改
正
増
補

難
波
丸
綱
目

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
も
完
成
度
は
高
く
な
い
。
こ
こ
で
の

諸
師

芸
術
部

と
次
の

諸
職
名
工
之
部

の
職
種
書
き
あ
げ
で
も
、
絵
師
が

諸
師

芸
術
部

に
あ
る
の
に
、
仏
師
は

諸
職
名
工
之
部

に
あ
る
な
ど
の
事
例
は
あ

る
。
こ
う
し
た
点
は
あ
る
も
の
の
、
諸
職
名
工
之
部

に
は
、
ど
ん
な
大
坂
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
か
、
次
に
み
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
道
具
之
類
が
あ
る
が
、
鍛
冶
と
し
て
刀
鍛
冶
か
ら
脇
指
、
刺
刀
、
鋏
、

小
刀
な
ど
が
書
き
あ
げ
ら
れ
、
つ
い
で
料
理
包
丁
鍛
冶
、
鋏
毛
抜
鍛
冶
、
弓
師
、

鮫
屋
、
古
鮫
膳
師
、
鍔
師
、
彫
物
師
、
刀
脇
指
研
屋
、
鑓
長
刀
十
文
字
研
屋
、
鞘

師
、
鞘
塗
師
、
柄
巻
師
、
金
具
師
、
革
柄
巻
師
、
刀
脇
指
小
刀
銘
切
師
、
箭
根
轡

鷹
之
鈴
鍛
冶
、
武
具
身
堅
メ
道
具
鍛
冶
、
武
具
馬
具
諸
色
商
人
と
武
具
類
に
関
す

る
微
細
な
項
目
立
て
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
専
門
職
の
分
化
状
況
を
示
し
て
い

る
と
も
見
ら
れ
る
が
、
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
か
、
顧
客
の
要
求
に
細

か
く
対
応
し
よ
う
と
す
る
大
坂
商
業
の
特
質
が
す
で
に
出
て
い
る
の
だ
と
見
る
方

が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
は
、
銅
吹
屋
、
大
工
、
大
鋸
小
挽
、
左
完
、

（
官
）

屋
根
ふ
き
、
竃
屋
、
瓦

師
、
船
大
工
な
ど
で
あ
る
が
、
銅
吹
屋
以
外
で
は
職
商
人
名
は
ほ
と
ん
ど
書
き
あ

げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
人
数
を
記
す
こ
と
で
、
産
業
都
市
大
坂
の
奥
の
深
さ
を
示

し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
下
、
そ
の
概
数
を
示
し
て
お
こ
う
。

大
工

京
中
井
主
水
殿
下

大
工
数
合
四
千
八
百
人
余
（
以
下
略
）

大
鋸
小
挽

京
中
井
主
水
殿
下

大
鋸
小
挽
惣
合
千
六
百
七
拾
五
人
（
以

下
略
）

左
完

（
官
）

左
完
惣
数
合
三
百
五
拾
人
余

但
竃
数
也
（
以
下
略
）

屋
根
ふ
き

屋
根
葺
惣
合
四
百
五
拾
軒
余
（
以
下
略
）

竃
屋

へ
つ
い
屋
惣
合
五
拾
人
（
以
下
略
）

瓦
師

御
瓦
師
寺
嶋
藤
右
衛
門
下

瓦
焼
竃
数
三
拾
余
（
以
下
略
）

船
大
工

川
船
大
工
惣
合
五
百
人
余
、
海
船
大
工
惣
合
千
五
百
人
余

合

弐
千
人
余
（
以
下
略
）

お
よ
そ
一
万
人
位
の
職
人
た
ち
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
は
示
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
筆
師
、
墨
師
、
鏡
師
、
菓
子
屋
、
琴
三
味
線
師
、
仏
師
、
白
粉
師
、
釜

鍋
鋳
物
師
、
仏
具
鋳
物
師
、
錠
鍛
冶
、
土
蔵
ひ
じ
坪
鍛
冶
、
立
花
道
具
師
、
経
師

表
具
師
、
針
口
屋
、
以
下
塗
師
ま
で
二
十
八
種
の
職
業
を
あ
げ
て
、
多
様
な
大
坂

産
業
界
の
あ
り
様
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
時
計
師
と
は
別
に
阿
蘭
陀
懐

中
時
計
師
並
印
篭
何
ニ
テ
モ
小
細
工
と
い
っ
た
変
わ
り
種
も
あ
る
。
実
際
に
書
か

れ
て
い
る
職
人
は
一
名
ず
つ
位
で
あ
る
が
、
職
種
の
豊
か
さ
を
示
し
た
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

諸
職
名
工

と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
都
市
生
活
上
で
需
要
の
多
い
職
商
人

近世的都市観の生成─京都・大坂



を
、
早
引
き
で
検
索
で
き
る

諸
職
商
人
所
付
い
ろ
は
分

が

諸
職
名
工
之

部

の
つ
ぎ
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
す
で
に
延
宝
六
年
（
一
六
七

八
）
十
一
月
刊
の
京
都
の

京
雀
跡
追

に
み
ら
れ
る
が
、
改
正
増
補
難
波
丸

綱
目

で
は
、
諸
師
芸
術
部

諸
職
名
工
之
部

に
つ
づ
い
て
、
大
坂
の
職
業

と
町
と
を
あ
げ
た
こ
と
で
、
案
内
書
と
し
て
の
総
合
性
が
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
総
合
的
な
大
坂
案
内
書
と
い
う
意
味
で
は
、
同
書
の
第
五

冊
、
第
六
冊
に
大
坂
の
社
寺
や
名
所
が
紹
介
さ
れ
、
第
七
冊
に
は
和
泉
国
そ
し
て

堺
の
町
ま
で
と
り
あ
げ
て
、
大
坂
を
中
心
と
し
て
の
広
域
的
な
案
内
書
の
性
格
も

も
た
せ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。

（
四
）
都
市
観
の
展
回

京
都
は
文
化
の
町
で
、
大
坂
は
商
業
の
町
で
あ
る
と
す
る
都
市
観
は
、
江
戸
時

代
の
後
期
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
京
都
人
は
伝
統
都
市
・
文
化
都
市
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
と
し
、
大
坂
人
は
い
わ
ゆ
る
天
下
の
台
所
観
の
成
立
、
す
な
わ
ち
日
本

最
大
の
商
業
都
市
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
都
市
観
が
江
戸
期
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
の
か
と
い
え

ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
近
世
初
頭
、
京
都
は
日
本
最
大
の
商
業
経
済
都
市
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
京
都
の
都
市
規
模
や
都
市
構
造
か
ら
み
て
、
妥
当
な

認
識
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
、
大
坂
の
経
済

的
台
頭
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
京
都
の
全
国
型
商
業
は
行
き
詰
ま
り
を
見

せ
、
京
都
の
歴
史
や
伝
統
に
依
拠
し
た
高
級
手
工
業
都
市
へ
と
都
市
構
造
の
転
換

を
見
せ
る
。
ケ
ン
ペ
ル
の
観
察
記
録
や

京
羽
二
重

に
、
そ
の
様
相
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
京
都
は
、
そ
の
後
京
織
、
京
染
、
京
焼
な
ど
、
京
の
文
字
を
冠
し

た
伝
統
的
産
業
が
形
成
さ
れ
、
産
業
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
京
学
や
京
言
葉
な
ど

文
化
的
領
域
に
も
、
京
都
ブ
ラ
ン
ド
の
生
成
を
す
す
め
、
産
業
を
も
含
め
た
京
都

文
化
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
く
。
高
級
手
工
業
生
産
都
市
の
性
格
を
文
化
的
価

値
の
方
向
へ
と
転
生
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

う
し
た
側
面
は
、
拙
稿

近
世
京
都
の
観
光
都
市
化
論
（

）

で
言
及
し
て
い
る
。

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

十
七
世
紀
の
末
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
、
大
坂
が
全
国
型
商
業
経
済
都
市
へ

と
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
は
、
一
面
的
で
は
あ
る
が
本
稿
で
論
じ
た
。
大
坂
の
も

つ
流
通
都
市
・
商
業
都
市
と
し
て
の
側
面
は
、
全
国
諸
大
名
の
蔵
屋
敷
の
林
立

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
特
に
触
れ
な
か
っ
た
）
や
国
問
屋
・
船
宿
な

ど
の
全
国
経
済
と
結
び
つ
い
た
商
人
の
活
躍
が
、
雄
弁
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
世
の
大
坂
は
、
単
な
る
流
通
都
市
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
大
規

模
都
市
の
市
民
生
活
を
充
足
さ
せ
る
生
活
物
資
を
生
産
し
、
供
給
で
き
る
産
業
都

市
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
豊
か
な
経
済
都
市
と
し
て
の
経
済
活
動
と
結
び
つ
い
た
文

化
都
市
と
し
て
の
側
面
も
、
都
市
大
坂
の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
た
。
本
稿
で

は
充
分
に
こ
の
点
も
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
拙
稿

大
坂
観
の
近
世
的
展

開

を
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

（

）
瀧
本
誠
一
編

日
本
経
済
大
典

第
十
三
巻
、
史
誌
出
版
社
刊
、
昭
和
三
年
十

月

（

）
同
前
、
六

頁
。

（

）

旅
漫
録
（
日
本
随
筆
大
成

第
一
期
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
刊
、
平
成
五
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か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

芦
分
船

の
表
記
を
用
い
る
。

（

）
難
波
鑑
（
船
越
政
一
郎
編

浪
速
叢
書

第
十
二
所
収
、
同
前
）
名
所
絵
入

の
四
文
字
を
角
書
に
し
た
書
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

難
波
鑑

の
表

記
と
す
る
。

（

）
前
掲
、
野
間
光
辰
編

新
修
京
都
叢
書

第
一
巻
所
収
。
著
者
は
中
川
喜
雲
。

一
人
の
少
年
を
案
内
者
と
し
て
各
所
を
巡
覧
す
る
と
い
う
趣
向
を
書
名
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

（

）
懐
中
難
波
雀

の
略
称
で
、
大
坂
の
袖
珍
本
案
内
記
で
は
最
古
と
さ
れ
る
。
内

容
的
に
は

京
羽
二
重

な
ど
に
匹
敵
し
、
年
代
的
に
は

難
波
雀

の
方
が
早

い
。
編
者
は
水
雲
子
と
い
う
。

（

）
摂
州
難
波
丸

に
つ
い
て
は
、
稀
覯
書
と
い
わ
れ
、
そ
の
内
容
は

国
花
万
葉

記

で
知
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
摂
州
難
波
丸

と

国
花
万

葉
記

所
載
の
も
の
で
は
、
書
誌
学
的
な
異
動
も
あ
る
。
こ
の
両
書
に
つ
い
て
は

多
冶
比
郁
夫
・
日
野
龍
夫

解
題

（
校
本
難
波
丸
綱
目
、
中
尾
松
泉
堂
書
店

刊
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）
六
三
七
頁
以
降
に
詳
し
い
。

（

）
野
間
光
辰
編

校
本
難
波
丸
綱
目
（
同
前
）
参
照
。
難
波
丸
綱
目

に
は
、

延
享
版
、
寛
延
版
、
宝
暦
版
、
安
永
版
、
天
明
版
、
享
和
版
な
ど
の
諸
版
が
あ
る

と
い
う
が
、
本
稿
で
は
紙
数
の
こ
と
も
あ
り
、
延
享
版
の
み
を
と
り
あ
げ
て
い

る
。

（

）
前
掲
、
多
冶
比
郁
夫
・
日
野
龍
夫
両
氏
の
研
究
に
よ
る
。

（

）
奈
良
史
学

第
十
六
号
、
一
九
九
八
年
十
二
月
刊
。

（

）
奈
良
史
学

第
六
号
、
一
九
八
八
年
十
二
月
刊
。

年
新
装
版
、
二
八
三
頁
）。
滝
沢
馬
琴
が
京
都
を
訪
れ
た
の
は
享
和
三
年
（
一
八

三
）
で
あ
る
。

（

）
岩
垣
光
定

商
人
生
業
鑑
（
日
本
経
済
大
典

十
三
巻
、
六
三
一
頁
）

（

）
同
前
、
六
三
二
頁
。

（

）
同
前
、
六
三
二

六
三
三
頁
。

（

）
翁
草
（
日
本
随
筆
大
成

第
三
期
第
二
十
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
八
年

新
装
版
、
三

八
頁
）。

（

）
九
桂
草
堂
随
筆
（
続
日
本
随
筆
大
成

第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十

四
年
、
二
六
二
頁

（

）

旅
漫
録
（
同
前
、
二
二
三
頁
）

（

）

旅
漫
録
（
同
前
、
二
六
二
頁
）

（

）
鎌
田
道
隆

京
都
改
造

ひ
と
つ
の
豊
臣
政
権
論

（
奈
良
史
学

第
十
一

号
、
一
九
九
三
年
十
二
月
）

（

）
脇
田
修
・
脇
田
晴
子

特
権
商
人
の
台
頭
（
京
都
市
編

京
都
の
歴
史

第
四

巻
、
学
芸
書
林
刊
、
四
一
八

四
二

頁
参
照
）。

（

）
鎌
田
道
隆

近
世
京
都
の
観
光
都
市
化
論
（
奈
良
史
学

第
十
六
号
、
一
九

九
八
年
十
二
月
、
四
四

四
五
頁
参
照
）。

（

）
野
間
光
辰
編

新
修
京
都
叢
書

第
二
巻
所
収
、
昭
和
四
十
四
年
刊
。
京
羽
二

重

に
つ
い
て
は
、
以
後
こ
の
版
を
用
い
て
分
析
す
る
。

（

）
斉
藤
信
訳

江
戸
参
府
旅
行
日
記
（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
刊
、
一
九
七
七
年
、

一
二
七

一
二
八
頁
）

（

）
京
雀
跡
追
（
野
間
光
辰
編

新
修
京
都
叢
書

第
一
巻
所
収
、
昭
和
四
十
二

年
刊
）

（

）
京
雀
跡
追
（
同
前
、
二
七
一
頁
）

（

）
森
谷
尅
久

地
域
産
業
の
展
開
（
京
都
市
編

京
都
の
歴
史

第
六
巻
、
二
一

七

二
一
八
頁
参
照
）

（

）
鎌
田
道
隆

近
世
京
都
の
観
光
都
市
化
編
（
奈
良
史
学

第
十
六
号
参
照
）

（

）
芦
分
船
（
船
越
政
一
郎
編

浪
速
叢
書

第
十
二
所
収
、
名
著
出
版
、
昭
和

五
十
三
年
十
月
刊
）。
難
波
名
所
の
文
字
を
角
書
と
し
て
、
正
し
く
は
蘆
分
船
と
書


